




































































































































1.はじめに［問題の把握と今年度の課題]

統計学的な分析によれば高年妊娠、高年出産での合併症の発生率は高く、年齢が妊娠での

ハイリスク要因の一つとして挙げられている。しかし、胎勢回旋異常など年齢依存生が証

明されていないリスク要因も多い。これらの分析の多くは、個々の疾患に対してリスク要

因がどのように寄与しているかといった詳細ではあるが“スタティック”なものである。

ところで我が国では、昭和 49 年を境にして生産率が低下傾向に転じ、その後一貫して減

少してきた。また、純再生産率も、昭和 49 年に初めて 1 を割り、平成元年度には 0,756

までに落込んでいる。理由の一つに女性の社会進出の拡大と、出産適齢期層の未婚率の上

昇が有る。結果的に晩婚化が進み、高齢妊娠、高齢出産の問題が高齢社会に於ける人口問

題に関する社会的重要課題へと繋がっている。

高齢化によるリスク増大はある程度やむを得ない。それが避けられないリスクであるとす

るならば、本研究もまた、重篤な結果にならない為に何が必要となるのかということを重

要視する必要があるであろう。その結果は、社会基盤の拡充に向けて具体的な施策へと反

映されることを念頭に置いておく必要があろう。この場合のリスクの分析では、リスク因

子とそれによって生じる結果の時間的関係が重要となる。個々の疾患をターゲットにし、

それに関連する因子を詳細に分析する従来の方法に対して、分娩結果や予後といった数量

化が比較的困難な内容をターゲットにし、妊娠期間中に発生したいろいろなリスク要因が

これらのターゲット及ぼす影響の分析、さらに患者の満足度など感覚的な内容を加味した

分析、など、妊娠前の状態、妊娠期間中のエピソード、分娩後の状態と幅広い期間を取り

扱った“ダイナミック”な分析も重要となる。ところで、これらのダイナミックな分析に

共通して言えることは、無作為に抽出された被検者について妊娠の初期から分娩後までの

長期に渡っての経過情報が必要となること、個々の過程での経過情報がそれぞれの過程を

代表しかつ分析に耐えるほど十分簡素であること、評価方法についてもまだ確立していな

いこと、などである。また、分析のためには多大のデータ量が必要となり作業量も大きい。

さらに、集められる情報が分娩結果などによって影響を受けない為にも、個々の経過情報

はそれが発生した時点で集められることが望ましい。理想的には Prospective な研究とな

らざるを得ない。しかし短い期間に十分な量のデータを収集し分析することは不可能に近

い。また、調査項目が分析に耐え得るほど十分簡素でかつ代表的であることを検証する意

味も有って、Prospective な研究と並行して過去のデータを使った Retrospective な調査

も行った。本稿は、Retrospective な調査に関するものである。来年度に本格化する

Prospective Study を補佐し、集められる情報の質などに関する問題点などを明らかにし、

Prospective Study 成功の可能性を予測することが今年度の主な課題である。


